


















































































































































































































































































































































いる（岩田 2003, 2008、横山 2013、在原ら 2016）。
母親から支援を拒否されたり反発されることは、
支援者にとって自信喪失、価値観の揺らぎにつな
がる。このような経験が母親に対してネガティブ
な感情、葛藤を生じさせており、その背景には支
援者が「母親役割に重きを置く」「女性である母親
に違和感を感じる」「母親に自立を求める」ことが
あると推測される。この３点は、母親の生活歴・
社会背景に目を向け、母親の立場に立って考える
ことが出来るようになると緩和される。支援者自
身の変化は、母親が支援者を信頼する、支援者と
の支援関係構築に繋がる。日々職場内で、支援者
が感じたことを気軽に話し合える環境を整備し、
支援会議やスーパーバイズ等によりフォローして
もらえる体制を確立すること、支援者が自身の支
援を振り返ることが出来ることが、支援者に変化
をもたらし、母親に対して感じる葛藤の軽減につ
ながると考えられる（横山 2013、在原ら 2016）。
子どもの権利第７条には、子どもは親を知り親
に養育してもらうことを保障されると規定されて
いる。社会的養護の概念では、親・保護者に代わっ
て社会全体で子どもを育てるとなっているが、施
設養育、里親養育等の代替養育の課題も指摘され
ている。社会的養護関連施設の利用児童の多くは
ひとり親家庭で生活していると言われるが、ひと
り親家庭の生活の困難さを考慮し、生活上、養育
上、不十分な点を母親が出来るようにするのでは
なく、不十分な点は社会が肩代わりし、母親と一
緒に子どもを養育していく、「養育の協働」を考え
る必要がある。養育の協働にあたり、支援者は保
護者の生活にも深く立ち入ることになる。本研究
で検証してきた支援者がひとり親家庭（母子家庭）
に感じる葛藤は、「養育の協働」において、父子家
庭、二人親家庭でも生じる可能性がある。葛藤へ
の対処策を講じることは、今後の子ども家庭福祉
に不可欠な課題だと考える。子育て・子どもの養
育に関して、「子ども」を尊重する、「子ども」の
安全安心を第一に考えた時、支援者が母親等に葛
藤を感じやすくなることのか、支援者自身がその
ことに気付いているのか、引き続き、施設や支援
機関における支援者のフォロー体制の検証を行っ
ていきたい。合わせて、保護者支援を行うところ
には必ず子どもの存在があり、大人の声にかき消
されやすい子ども自身の声にも耳を傾けていきた
いと考える。
【注】
（注１） 情緒障害児施設は平成28年改正児童福祉法
により、児童心理治療施設に名称が変更さ
れた。ここで使用するデータは平成27年度
に発表されたものであるため、旧名称をそ
のまま使用した。
（注２） 2007年に東京都社会福祉協議会が行った調
査によると、児童福祉施設のなかで母子生
活支援施設職員の離職率が最も高かった。
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